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ⓒトヨタ⾃動⾞

ⓒトヨタ⾃動⾞
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ⓒトヨタ⾃動⾞ⓒトヨタ⾃動⾞

協調型 ITS協調型 ITS エネルギーエネルギー
マネジメントマネジメント

e-mail　info@f-mirai.tsukuba.ac.jp

地域の存続地域の存続

モビリティモビリティ
プラットフォームプラットフォーム

IoTIoT
車両情報車両情報

《シェアリングシェアリング》
S : Shared & ServicesS :  Shared & Services

《自動運転》
A : AutonomousA : Autonomous

《つながるクルマ》《つながるクルマ》
C : ConnectedC : Connected

《電動化・水素社会》《電動化・水素社会》
E : ElectricE :  Electric

国際統合睡眠医科学研究機構

サイバニクス研究センター

人工知能科学センター

ビジネスサイエンス系

体育系

芸術系

国際産学連携本部

システム情報系





（株）JMDC

（株）GMSS ヒューマンラボ

（株）エス・エム・エス

ヘルスサービス開発研究センターは、平成 29 年７月１日開所して以来、日本初のヘルスサービス

リサーチ （HSR） に特化したセンターとして、実績を積んで参りました。

HSR とは、医療を一連のサー ビスとして捉え、「人に健康・幸福をもたらすサービスを、必要な人

に、いかに質を高め、効果的に届けるか」を研究し、その質の向上を図る学問です。

国レベルや地域のデータ分析等を通して、実社会とともにサービス向上を目指しています。そして、

特に本センターでは、予防から介護福祉を含む広いサービスとその連続性を大切にし、社会に実装

することを大切にしています。

開かれた大学である筑波大学らしく、みなさまと共にあるセンターとして、さらに歩んでいきたい

と思っております。
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テーラーメイドQOLプログラム開発研究センター
平成３１年２月１日発足

個人の健康状態に合わせたテーラーメイドQOL プログラムの確立へ

テーラーメイド QOL プログラム開発研究センターは、健康状態の改善と同時に QOL 

(Quality of Life) を維持・向上させる画期的なテーラメイド・プログラムを国内外に発信する

ことを目的としています。

医療費削減は喫緊の課題となっており、国の方針も「治療から予防・改善」といったコンセプ

トにシフトしています。人生の最後は長期間寝たきりになることが多いという現状から脱却し、

QOL を向上させることにより健康寿命が延び、尊厳を持って元気に暮らせる社会を実現する

必要があります。これにより、医療費の大幅な削減につながるだけでなく、高齢者のイメージ

を変え、社会における人的資本・知的資本の蓄積・活用を生み出すことが期待されます。
礒田 博子センター長礒田 博子センター長

企業

官

地方自治体

産業 ・地域

協働開発

・検証

テーラーメイド QOL プログラム開発研究センター

基礎研究部門

事務部門により支援

製品開発研究部門ヒト介入研究部門
（テーラーメイド研究）

住民参加

<食 > <運動 > <睡眠 >

健康改善 ・ QOL 向上効果の検証

メカニズム解析

食 ・運動 ・睡眠を一体化した
テーラーメイド QOL プログラムの開発

住民一人ひとりの QOL 向上を実現する

グローバルな展開

新睡眠改善
プログラム
新睡眠改善
プログラム

新食品新食品

新運動
プログラム
新運動

プログラム

新生体
計測機器
新生体

計測機器

所在地：　〒305-8550　茨城県つくば市春日 1-2　国立大学法人筑波大学　高細精医療イノベーション棟

Tel 029-859-1593



働
く
人
へ
の
心
理
支
援
開
発
研
究
セ
ン
タ
ー

9

働く人への心理支援開発研究センター
平成３１年４月１日発足

働く人への心理支援開発研究センターは、働く人への心理支援に関する研究と社会貢献の両面から、ワ

ンストップでのサービス提供拠点を形成することを目的に設立されました。

働く人および働く人を支える家族や組織、さらに働くことに関し、「人は、生涯、発達する」ことを理

念とし、活動を推進しています。

本センターの特徴は、生涯発達の多様な領域（学校から社会への移行～中年期～高齢者、妊産婦・出産・

育児・介護等）、多様な専門領域（家族・福祉、学校・教育、産業・社会等）、多様な研究領域（心理臨

床、社会行動、キャリア発達、メンタルヘルス、惨事ストレス、アディクション等）をカバーする開発

研究体制、および社会貢献体制を整備していることです。社会ニーズに沿った実践的研究が促進され、

働く人に対する高品質の心理支援サービスの提供が実現されることや、心理支援者の質的向上、および

指導者養成に関する機能強化への寄与が期待されます。
岡田 昌毅センター長岡田 昌毅センター長

「⼈は、⽣涯、発達する。」「⼈は、⽣涯、発達する。」

所在地：　〒112-0012　東京都文京区大塚 3-29-1 国立大学法人筑波大学　東京キャンパス文京校舎 458 室

Tel 03-3942-6573  e-mail t-onelab_info@un.tsukuba.ac.jp

働く現場が様々な環境変化に直面するいま、 「心の理解」 へのニーズが急速に高まっています。

「人は、 いつでも、 いつまでも発達できる」 と信じ、 働くこと、 生きることのすべてを支えていきたい。

そんな思いを持った第一線の実践的研究者が、 ここに集いました。

社会貢献部門

　 ・ [ 学術指導 ]

　　　　調査コンサルティング、 心理統計を駆使した調査 ・分析、

　　　　ツール開発等

　 ・ [ 人材育成 ]

　　　　人事育成担当者や支援者、 指導者層への研修プログラム

　　　　の開発 ・実施、 教育効果検証、 トレーニング環境の提供等

　 ・ [ 働く人への心理支援 ]

　　　　相談室運営、 スーパービジョン、 スーパーバイザー養成等

T-One ラボ

リサーチ部門

　＊T-One ラボ
　　センター愛称。 筑波 (Tsukuba) 大学の知恵を結集し、
　　ワン (One) ・ チームとなって、 ワン (One) ストップの
　　サービスを提供する。

働く人への
心理支援

人材育成

学術指導

社会貢献部門

働く人への心理支援に関する研究と社会貢献体制を整備した開発研究センター

リサーチ部門

働く人への心理支援に関する研究の推進 ・拡大


